
 

参 考 資 料 
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 計画策定経過 

 

  平成29（2017）年 5月15日 庁議にて策定方針確認 

            5月24日 第１回士別市人づくり・まちづくり推進協議会 

＊ 委員・特別委員任命、策定方針確認、計画の諮問 

            6月26日 第１回庁内検討グループ会議 

＊ 策定方針・アンケート内容の確認 

            7月27日 政策会議でのアンケート内容確認 

7月28日発送～８月14日 市民アンケート調査実施 

            9月27日 第２回庁内検討グループ会議 

＊ 市民アンケート速報値・実施計画・体系について 

            10月11日 第2回士別市人づくり・まちづくり推進協議会 

＊ 市民アンケート・計画体系について 

            11月20日 第3回庁内検討グループ会議  

＊ 市民アンケート結果・施策について 

            11月29日 第3回士別市人づくり・まちづくり推進協議会 

＊ 計画（案）の検討 

12月 ４日 政策会議での計画（案）検討 

            12月14日 特別委員との計画（案）検討 

            12月19日 第4回庁内検討グループ会議 

＊ 数値目標・計画（案）について 

            12月22日 第４回士別市人づくり・まちづくり推進協議会 

＊ 数値目標・計画（案）検討 

 平成30（2018）年  １月18日 第５回士別市人づくり・まちづくり推進協議会 

＊ 計画（案）の検討 

            1月26日  第６回士別市人づくり・まちづくり推進協議会 

＊ 計画書最終確認・計画書の答申 

   ２月22日 市民団体等との意見交換会 

        1月30日 ～ ２月28日 パブリックコメント実施 

                     ３月12日 庁議にて計画案最終確認 
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■ 士別市人づくり・まちづくり推進協議会への諮問 

 

第３期士別市男女共同参画行動計画の 

策定に伴う諮問書 

 

男女共同参画社会の実現に向け、士別市男女共同参画推進条 

例第15条に基づき、市民がいきいきと暮らすための指標となる 

「第３期士別市男女共同参画行動計画」を策定いたします。 

つきましては、士別市人づくり・まちづくり推進協議会条例 

第２条第2項に基づき、貴協議会に対し、「第３期士別市男女共 

同参画行動計画」の策定について諮問いたしますので、審議 

いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

                  平成 29 年 5 月 24 日 

 

士別市人づくり・まちづくり推進協議会 

委 員 長  小 笠 原 英 之 様 

 

              士別市長 牧 野 勇 司 
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■ 士別市人づくり・まちづくり推進協議会からの答申 

平成 30（2018）年１月 26 日 

 

士別市長 牧 野 勇 司 様 

士別市人づくり・まちづくり推進協議会  

委員長 小笠原 英 之 

 

「第３期士別市男女共同参画行動計画」について（答申） 

 

平成 29 年５月 24 日に諮問を受けました「第３期士別市男女共同参画行動計画」

について、次のとおり答申します。 

記 

 本協議会では、第３期士別市男女共同参画行動計画について、男女共同参画社会の

実現に向け、委員それぞれの立場や市民としての視点から審議を重ねてきました。 

 男女共同参画に関する市民アンケート結果や現計画の検証のもと、男女平等意識の

醸成が図られているなかにおいても、女性に対する人権侵害や性別による固定的な役

割分担意識が見受けられ、家庭や職場、地域において男女平等の意識づくりがさらに

必要であると考えます。 

 今後は社会情勢の変化に対応するとともに、本計画の基本理念のもと、お互いを尊

重し、助け合い、自分らしくいきいきと暮らすことができる男女共同参画社会の実現

に向け、様々な取り組みを推進することを期待します。 

なお、計画の推進にあたって、特に留意していただきたいことは、次のとおりです。 

 

 １．人権と男女平等を尊重するための意識啓発や相談窓口の周知、支援体制の充実

に努めること。 

２．施策の推進にあたっては、市民や関係団体・企業と行政が連携し、取り組みを

進めること。 

３．女性活躍推進法に基づく市町村推進計画として、家庭や職場、地域などにおい

て、女性が参画しやすい環境づくりによる施策の推進に努めること。   

４．男女共同参画を推進するにあたり、本計画の取り組みを広く市民へ周知すると

ともに、参画促進に努めること。 

以上 
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■ 士別市人づくり・まちづくり推進協議会委員名簿 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・委員任期   平成 29（2017）年４月１日～平成 31（2019）年３月 31日 

・特別委員任期 平成 29（2017）年４月１日～平成 30（2018）年３月 31日 

            

 

 

  

  役 職 氏   名 

1 委員長 小笠原 英 之 

2 副委員長 大 塚 雅 枝 

3 委 員 﨑 原 敬 子 

4 委 員 佐 藤 百合子 

5 委 員 高 橋   稔 

6 委 員 千 葉 和 弘 

7 委 員 千 葉 洋 介 

8 委 員 松 田 成 子 

9 委 員（公募） 石 川 里 紗 

10 委 員（公募） 前 田 純 子 

11 特別委員 齋 藤 祥 子 

12 特別委員 真 木 朋 子 
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■ 市民アンケート調査結果（概要） 

 調査概要 

（１）目的                                          

 男女共同参画や生涯学習の視点から市民意識を調査することで、現計画の進捗状況

を把握するとともに、現状の課題を明確にし、2018年度を初年度とする「第３期士

別市男女共同参画行動計画」の策定に向けて、今後の取り組みを検討するための基礎

資料とすることを目的とする。 

（２）調査概要                                    

・ 住民基本台帳より無作為抽出し、士別市内在住の満１８歳以上の男女 1,000人に

アンケートを郵送。 

・ 平成 29（2017）年 7月 28日発送～8月 14日まで実施 

・ 有効回収数：３７７件（回収率：３７．７％） 

 

回答者属性 

・男女とも 60 歳以上の割合が減少し、いずれもその分、39 歳以下の層が増加して

いる。 

・自営業・自由業及び専業主婦（夫）の割合が減少し、正社員・正職員が増加してい

る。 

・未婚者が増加している。また、既婚者の共働きの割合も増加している。 

・「夫婦のみ」と「三世代家族」が減少し、「二世代家族」が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18～19歳

3.4

1.2

3.8

2.3

3.1

0.3

20～29歳

9.3

5.6

8.8

8.4

9.9

3.8

30～39歳

12.7

9.0

14.3

11.2

11.5

7.8

40～49歳

14.1

13.1

12.1

11.2

16.2

15.0

50～59歳

17.2

16.2

17.6

15.8

17.3

17.1

60～69歳

15.1

23.7

14.8

22.8

15.7

24.9

70～79歳

15.9

20.2

15.9

20.5

16.2

20.1

80歳以上

11.9

9.4

12.6

7.8

9.9

10.6

無回答

0.3

1.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡 例】

平成29年度（N=377）

平成24年度（N=520）

平成29年度（N=182）

平成24年度（N=215）

平成29年度（N=191）

平成24年度（N=293）

全

体

男

性

女

性

平成 24（2012）年 

（N=520） 

平成 29（2017）年 

（N=377） 

平成 24（2012）年 

（N=215） 

平成 29（2017）年 

（N=182） 

性年齢別（平成 24（2012）年度 調査結果比較） 

平成 24（2012）年 

（N=293） 

平成 29（2017）年 

（N=191） 
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会社・団体・

公務員などの

正社員・正職員

32.1

20.6

パート・

アルバイト

14.9

16.0

自営業主または

家族従業員

9.8

14.4

学生

3.2

2.3

専業主婦・

主夫

14.1

14.8

無職（専業主婦・

主夫を除く）

19.4

26.2

その他

4.5

2.1

無回答

2.1

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡 例】

平成29年度（N=377）

平成24年度（N=520）

未婚

18.0

11.7

既婚（配偶者あり）

70.6

72.1

既婚（離別・死別）

10.9

13.3

無回答

0.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡 例】

平成29年度（N=377）

平成24年度（N=520）

共働きである

49.2

42.1

共働きでない

45.5

46.4

無回答

5.3

11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡 例】

平成29年度（N=266）

平成24年度（N=375）

一人暮らし

14.9

11.5

夫婦のみ

32.4

38.3

二世代家族

（親と子）

44.6

37.3

三世代家族

（親と子と孫）

4.8

8.7

その他

2.4

1.5

無回答

1.1

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡 例】

平成29年度（N=377）

平成24年度（N=520）

職 業 別 （平成 24（2012）年度 調査結果比較） 

結婚の状況 （平成 24（2012）年度調査結果比較） 

既婚者の共働きの状況（平成 24（2012）年度調査結果比較） 

家 族 構 成（平成 24（2012）年度調査結果比較） 

平成 24（2012）年 
（N=520） 

平成 29（2017）年 
（N=377） 

平成 24（2012）年 

（N=520） 

平成 29（2017）年 
（N=377） 

平成 24（2012）年 
（N=375） 

平成 29（2017）年 

（N=266） 

平成 24（2012）年 

（N=520） 

平成 29（2017）年 
（N=377） 
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男女の平等に関する意識 

・女性が家庭や子育てに重きを置くことが望ましいという考え方があるが、「男は仕
事、女は家庭を中心にしたほうが良い」という考えに対して、男女とも“反対派”
が多い傾向が続いている。他方、「母親は、子どもが小さい時は、子育てに専念し
たほうが良い」という考えに対しては、男女とも“賛成派”が多い傾向が続いてお
り、矛盾がみられる。 

 
・「男は男らしく、女は女らしくした方が良い」という考えについては、男女とも“賛
成派”が“反対派”を上回っている。これは自由意見にもあったことであるが、『男
女差別ではなく、男女別の根本的役割の違いは存在する』と捉えている可能性を示

していると考えられる。 
 
・日常生活の夫婦の分担においても、家事を中心とした日常生活では“妻”の役割分
担が大きい傾向が続いているが、未婚者では多くの項目で“平等”を理想としてお
り、男女平等の意識は高まっているといえる。 

 
・近年では夫の収入だけでは生計が苦しいという理由などから、主婦から就労に転換
する女性が増加傾向にあり、そのため共働きも増えるという状況がみられる。この
ような背景から、「男性も家事や子育てに積極的に関わり、仕事と生活の調和（ワ
ーク・ライフ・バランス）を図るべきである」など、男女が協力して生活すべきと
いう考えへの“賛成派”が男女とも増加傾向にあると推察される。 

 
・結婚観については、特に女性で婚姻の自由や夫婦別姓、子どもを持つ自由など、結
婚についての自由度を高くすべきという意識が高くなってきている。 
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そう思う

11.0

4.7

25.8

15.2

30.2

31.4

41.8

41.4

33.5

45.0

24.2

30.4

22.0

30.9

39.0

47.6

どちらかと

いえばそう思う

23.1

25.1

31.3

31.4

34.6

41.4

39.6

39.3

19.2

23.0

15.9

18.3

12.1

16.2

31.3

31.4

どちらかといえば

そう思わない

12.1

12.0

8.2

10.5

13.2

7.3

6.0

5.2

13.7

6.3

14.8

15.2

17.6

12.6

7.1

4.2

そう思わない

36.8

45.5

20.9

28.3

9.9

7.3

2.7

2.1

22.5

11.5

31.3

23.6

27.5

16.2

4.9

4.2

どちらとも

いえない

14.3

9.9

10.4

11.5

7.7

9.9

7.1

8.9

8.2

11.5

10.4

9.4

17.6

21.5

14.8

9.4

無回答

2.7

2.6

3.3

3.1

4.4

2.6

2.7

3.1

2.7

2.6

3.3

3.1

3.3

2.6

2.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡 例】

①男は仕事、女は家庭を中心としたほうが良い

男性（N=182）

女性（N=191）

②男は男らしく、女は女らしくしたほうが良い

男性（N=182）

女性（N=191）

③母親は、子どもが小さい時は、

子育てに専念したほうが良い

男性（N=182）

女性（N=191）

⑤男性も家事や子育てに積極的に関わり、

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）

を図るべきである

男性（N=182）

女性（N=191）

⑥結婚は個人の自由であるから、

結婚してもしなくてもどちらでも良いと思う

男性（N=182）

女性（N=191）

⑦夫婦が希望すれば、夫婦別姓を認めて良いと思う

男性（N=182）

女性（N=191）

⑧結婚しても、必ずしも子どもをもつ必要はない

男性（N=182）

女性（N=191）

⑨結婚してもうまくいかないときは、

離婚することもやむを得ない

男性（N=182）

女性（N=191）

家庭や結婚に対する考え（性別） 
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主に夫

0.4

0.0

2.3

1.5

1.1

0.0

13.5

5.9

1.9

0.0

0.8

0.0

0.0

0.4

0.0

8.6

2.9

47.0

25.0

25.6

5.9

7.9

1.5

どちらかと

いえば夫

0.4

0.0

0.8

1.5

3.8

1.5

12.4

13.2

1.5

2.9

0.8

2.9

0.0

0.4

1.5

6.4

7.4

18.8

32.4

19.2

23.5

3.4

4.4

夫婦共同

（協働）

10.5

47.1

22.9

66.2

20.3

55.9

23.7

55.9

18.0

44.1

33.1

61.8

33.1

66.2

28.6

64.7

22.6

35.3

20.7

30.9

25.2

48.5

23.7

58.8

どちらかと

いえば妻

13.2

22.1

15.8

7.4

16.5

16.2

11.3

2.9

18.4

22.1

15.4

14.7

21.8

10.3

19.2

8.8

16.5

26.5

2.3

0.0

7.1

2.9

14.3

11.8

主に妻

72.9

23.5

55.6

16.2

55.3

19.1

36.8

14.7

57.1

23.5

46.6

13.2

26.3

13.2

17.3

5.9

42.5

19.1

4.9

2.9

8.3

4.4

20.3

10.3

その他

0.8

0.0

1.1

0.0

1.1

0.0

0.8

0.0

0.8

0.0

1.1

0.0

1.1

0.0

0.8

1.5

0.8

1.5

4.1

1.5

5.6

0.0

1.9

0.0

該当しない

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

12.8

1.5

23.7

4.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

17.3

1.5

わからない

0.4

2.9

2.9

2.9

2.9

2.9

2.9

0.4

4.4

5.3

7.4

0.0

2.9

0.4

2.9

4.5

10.3

5.3

7.4

無回答

1.5

4.4

1.5

4.4

1.9

4.4

1.5

4.4

2.3

4.4

2.3

4.4

4.5

4.4

4.5

5.9

2.6

4.4

1.9

4.4

3.8

4.4

6.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡 例】

①食事のしたく

配偶者あり（N=266）

未婚（N=68）

②食事の後片付け

配偶者あり（N=266）

未婚（N=68）

③そうじ

配偶者あり（N=266）

未婚（N=68）

④ごみ出し

配偶者あり（N=266）

未婚（N=68）

⑤洗濯

配偶者あり（N=266）

未婚（N=68）

⑥食品や日用品の買い物

配偶者あり（N=266）

未婚（N=68）

⑦子育て

配偶者あり（N=266）

未婚（N=68）

⑧家族の看護・介護

未婚（N=68）

⑨家計の管理

未婚（N=68）

⑩除雪

未婚（N=68）

⑪自治会などの

地域活動

未婚（N=68）

⑫PTAなどの

教育活動

未婚（N=68）

日常生活の夫婦の分担（既婚者／配偶者あり・未婚） 
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家庭環境や職場環境等における男女平等の実態 

・学校教育以外の生活の場面においては、「男性の方が優遇されている」という意識

が高く、この傾向は男女とも変わらない。ただ、「法律や制度」や「地域・社会」

は、男性の方が“平等”の意識が高い傾向がある。 

・59 歳以下の層では「男女の固定的な役割分担意識の押し付け」が高く、40 歳以

上の層では「職場における差別（採用・昇進・待遇など）」が高くなっており、女

性の人権尊重が不充分であることがうかがえる。 

・モラル・ハラスメントやＤＶ的な行為は、低い割合ではあるが、概ね男性から女性

に対して行われている。 

・セクシュアル・ハラスメントについては、見聞きしたものを含めると低い割合では

あるが存在していると推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性が優遇

11.0

16.8

13.2

13.6

11.0

12.6

7.7

9.4

7.7

8.4

1.1

0.0

どちらかといえば

男性が優遇

37.9

36.1

40.1

47.1

44.0

43.5

27.5

29.3

28.6

33.0

5.5

8.4

平等

20.3

13.6

24.7

14.7

23.6

14.7

41.2

23.6

40.7

26.7

63.2

49.2

どちらかといえば

女性が優遇

8.8

10.5

4.4

1.6

2.7

0.0

4.4

2.1

4.9

2.1

4.4

4.7

女性が優遇

3.8

4.2

0.5

1.0

1.1

1.0

1.6

2.6

0.5

0.5

1.6

2.6

わからない

13.7

14.7

11.5

15.2

12.6

22.0

12.6

27.2

12.1

23.6

17.6

29.3

無回答

4.4

4.2

5.5

6.8

4.9

6.3

4.9

5.8

5.5

5.8

6.6

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡 例】

①家庭生活（家事・育児・介護）

男性（N=182）

女性（N=191）

②職場（採用・処遇・労働環境）

男性（N=182）

女性（N=191）

③社会通念・慣習・しきたり

男性（N=182）

女性（N=191）

④法律や制度

男性（N=182）

女性（N=191）

⑤地域・社会

男性（N=182）

女性（N=191）

⑥学校（児童・生徒への教育）

男性（N=182）

女性（N=191）

男女平等の実現の度合い（性別） 
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51.0

28.1

26.0

21.9

14.6

6.3

12.5

21.9

0.0

2.1

52.5

39.0

22.0

19.5

12.7

16.1

11.0

13.6

0.0

3.4

41.4

37.7

21.0

24.7

17.9

13.6

10.5

13.0

1.9

11.7

0% 20% 40% 60%

男女の固定的な役割分担意識

（「男は仕事、女は家庭」という考え）の押し付け

職場における差別（採用・昇進・待遇など）

職場におけるセクシュアル・ハラスメント

（性的ないやがらせ）

夫やパートナー、恋人からの暴力

（ドメスティック・バイオレンス、デートDVも含む）

売春、買春、援助交際など

ヌード写真などを掲載した新聞、雑誌、

ビデオ、DVD、ゲームなど

ストーカー行為

特にない

その他

無回答

１８～３９歳

（N=96）

４０～５９歳

（N=118）

６０歳以上

（N=162）

女性の人権が尊重されていないと感じること（年齢別） 

5.6

5.0

48.8

15.9

24.4

0.5

14.6

0% 20% 40% 60%

いやがらせを受けたことがある

身近な人から相談を受けたことがある

テレビや新聞などで

問題になっていることは知っている

見聞きしたことがある

見聞きしたことはない

その他

無回答
（Ｎ＝３７７）

セクシュアル・ハラスメントの経験 
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何度もされた

8.2

7.9

2.2

1.0

0.5

2.1

4.7

3.7

2.1

1.1

2.1

2.6

3.7

一・二度された

9.3

14.1

3.8

8.4

1.1

3.7

1.1

5.8

1.0

3.3

7.3

3.8

10.5

4.2

0.5

8.9

されたことはない

35.7

48.7

44.5

60.7

49.5

62.3

37.9

62.8

35.2

69.1

33.5

63.4

33.0

59.2

31.9

64.9

32.4

57.1

無回答

46.7

29.3

49.5

29.8

48.9

31.9

61.0

26.7

64.8

26.2

63.2

27.2

62.1

28.3

68.1

28.3

67.0

30.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡 例】

何を言っても無視する

男性（N=182）

女性（N=191）

交友関係や電話・メール、

行動を細かく監視する 男性（N=182）

女性（N=191）

大切にしているものをわざと壊したり

捨てたりする 男性（N=182）

女性（N=191）

「誰のおかげでお前は食べられるんだ」

などと言う 男性（N=182）

女性（N=191）

生活費を渡さないなど、

経済的に押さえつける 男性（N=182）

女性（N=191）

なぐるふりなどをして、おどす

男性（N=182）

女性（N=191）

なぐったり、けったり、

ものを投げつけたりする 男性（N=182）

女性（N=191）

避妊に協力しない

男性（N=182）

女性（N=191）

相手がいやがっているのに

性的な行為を強要する 男性（N=182）

女性（N=191）

パートナーや恋人にされたこと（性別） 
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男女平等の実現に向けて必要なこと 

・男女とも「男性側の理解・協力」、「対等な経済力と知識・技能を習得」、「行政主導
による普及・啓発」を求める声が多い。他方、「女性側の問題意識の自覚」は減少
しており、女性が平等についての自覚を持つことが前提という考え方が増えている。 

 
・59歳以下の層では「保育施設や保育サービスを充実する」が高く、「高齢者や傷病 
者のための施設や介護サービスを充実する」は年齢が高くなるにしたがって多くな
っている。また、40～59 歳では｢女性の就業支援を充実する（職業能力開発、再
就職支援、相談窓口の開設）」が高いことから、各世代のライフステージに合致し
た項目が高くなる傾向が見られる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.5

52.7

43.4

37.9

25.8

6.6

3.8

1.6

4.4

3.8

57.1

51.8

42.4

28.8

20.9

7.3

2.6

1.0

11.0

6.3

0% 20% 40% 60%

男性が女性の社会的地位向上に

関して理解し、協力する

性別に関わらず対等に経済力を持ち、

知識・技能を習得する

子どもの時から家庭や学校で

男女の平等について教える

国や地方自治体が男女平等について

普及・啓発する

女性自身が問題意識と自覚を持ち、

社会活動に参加する

女性同士が協力し、問題解決に努める

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

男性

（N=182）

女性

（N=191）

男女があらゆる分野に参画しやすい社会にするために重要なこと（性別） 
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53.1

30.2

33.3

37.5

29.2

24.0

28.1

15.6

16.7

19.8

9.4

15.6

10.4

2.1

5.2

47.5

39.0

34.7

36.4

41.5

27.1

19.5

21.2

18.6

16.1

11.9

8.5

6.8

1.7

9.3

34.6

41.4

40.7

31.5

25.3

29.6

22.2

27.2

21.6

16.7

21.0

14.8

7.4

0.6

16.7

0% 20% 40% 60%

保育施設や保育サービスを充実する

高齢者や傷病者のための施設や

介護サービスを充実する

男女共同参画の視点に立った教育や

学習活動を充実する

働く場での男女格差をなくすため

事業主などへの啓発を行う

女性の就業支援を充実する（職業能力開発、

再就職支援、相談窓口の開設）

男女共同参画に関する意識啓発を充実する

女性に対する暴力（セクシュアル・ハラスメントや配偶者・

パートナーからの暴力）の防止や被害者への支援を充実する

地域や団体で活躍できる女性リーダーを育成する

審議会など政策や方針を決定する場に

女性を積極的に登用する

女性のための相談機関・相談機能を充実する

男女共同参画に関する講演会・講座等を開催する

他市町村との交流や情報交換を行う

特になし

その他

無回答

１８～３９歳

（N=96）

４０～５９歳

（N=118）

６０歳以上

（N=162）

男女共同参画社会を実現するために、今後力を入れていくべきこと（年齢別） 
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ジェンダーの考え方について 

・ＬＧＢＴの認知はまだ充分とはいえず、性の多様性に関する取り組みの必要性につ
いても、３割以上が考えたことがないとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている

36.3

知らない

45.9

聞いたことはあるが、

意味は知らない

9.3

その他

0.8

無回答

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡 例】

平成29年（N=377）

必要だと思う

36.6

必要ではない

5.6

考えたことがない

32.4

わからない

16.7

その他

1.1

無回答

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡 例】

平成29年（N=377）
平成 29（2017）年 

（N=377） 

平成 29（2017）年 
（N=377） 


